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本講演では金属針先端からの光誘起電子放出の放出位置制御に関して述べる。フェムト秒光
パルスを金属針先端に照射すると、ナノスケールの領域からフェムト秒からアト秒の時間スケールで
電子が放出される。これは、現在の CPU 内のスイッチの速度より千倍から百万倍速い超高速ス
イッチとなる。さらに針上で発生するプラズモニックの現象を用いることで、電子の放出位置を１０
nm スケールで制御することができる。放出位置を制御することは、スイッチを固体内に集積するこ
とと同値である。我々の最新の研究では１分子の量子性を用いることで sub-nm スケールで電子
放出位置を制御できることが示され、ここでは主にその技術に関して議論する。
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